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1・緒　　　　論

　生縣の抱合は他の織物繊維と異なり生縣自身には緻を施さす軍に抱合装置によつて

懸を良く緊迫し繭綜相互の有する膠着性を利用して繭綜を良く聚蔚せしむるに過ぎな

いものIEIある。從つて生綜の抱合帥cohesionなる語は繭綜相互の粘着3くは附着を意

味するのである。之の生綜の抱合の良否は織物製造工程に大なる關係を有しその不良

のものは織物製逝作業中に色々の故障を招き生綜の重大なる鋏鮎の一一つとなる。叉暫

女製懸關係者にとつて更に考慮を要する黙は抱合の綜條斑と關係を有する事である。

本間題に就いて絹業試験場棚橋技師は抱合良媒なる生縣は抱合不良なるものに比し反

つてSeriphle成績不良なる事を指摘してゐる。然しながらその程度乃至原因について

は未だ明示されてをらないのみならす抱合の織物上に影響する黙の研炎はあつても生
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縣の抱骸の部分的斑乃至その原1燃す輔の抱創生につき未澗究せるものなき

を以つ躇灘原料轍のもの・齢1生翻べ甦輔襯法の影響を？IY，そ辮鰍

との縣欄究し翻なる聯法の郷を1網題として本蹴補つたのである・

II．第一實瞼　繭綜の抱合性

　　A，實験の方法
生綜碗餓の部分向勺斑の掃齢する滋として麟離ト・姻を揃継

理上抱合彫響する瓢を出來るだけ一様にする灘臆して生織㈲その生縣の

各紛蹴ば緻の紛碗舗釜齢つたのである・軸略脚襯二を記すと
、、日．．．×il，1［L・1　（昭和三鞭本麟春繭、昭和購二月よ暖騨着乎）

，．煮勅法は繍にて轍辮1を構當原料闘する灘なる蘇繊となす・（こ

　　の繭は3分煮酬

3．牛沈繰法を行ひ繰湯搬は平均・83劇F）

4胞合装置はケンネル式にて轍数は2°°回

　5，六角枠周園0・6米雀取速度180米（1分間）

以上の條件の下に翻を行ぴ・の生纏就い碗合髄を御且つそれ醐當する

翻の生脚断醜騨鏡にて禦悉しそ嚇威翻欄札た・繍中の抱舗勧

灘H賦・e・ig・帥を脳灘氏灘より抱合鴎鰍蹴較するもa・’とした・

　　B．實！瞼の結果

　1．生懸の部分的抱合度

製総抱誰彫鞭る謙髄一定にして繍せる生練つき臆の梛『を榊

抱餓齢せるに第一表に示す如齢B分繊のXける結髄得たのである・

　　　　　　　　　　　　　　第　　　　一　　　　表　　　　　　　　　’L

＼＿　　　　橡査部分
增@類＼・＼　　　　　　＼

A H C D

第　一號練

諱@二號練

謗O　號綜

2，535

R，690

Q，190

3，032

Q，610

Q，780

@　　1

3，770

R，050

R，670

2，075

Q250

G．665

備考

　上表は抱合差顯著なるもの、みか認す

　数字は抱合係愛如』示す

聯一表に示す妖抱舘影響ある條触魂1・して麟してもfntfkも齢の朗

なる部分と不良な謡分との齢4・9イに及ぶものがあ翻蜘るのである・その原因
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は次の生綜の断面槍査によりて構成繭綜の1伏況を観る寓とした、

　2・生懸の断面槍査

　生綜の断面槍査を行ふ必要は1翫面によりその構威繭縣が外暦綜なるか内厨縣なるか

を容易に判噺し得るからである。帥著者の實瞼に依るに外麿繭綜は肥大せる短tle楕圓

形をなし内謄繭縣は痔せたる長牛楕圓形を呈するものである。換言すれは外暦から内

層に到るに從つて繭縣断面に於ける長樫の減少は極めて僅少であるが短径の減少は甚

大にして繭継は次第に扁雫になるものである。

　その實験例を示せぱ第二表の如きものがある。

　　　　　　　　　　　　　第　　　　ご　　　　裏

　　　　　　　　　　　　（A）　　日　一一　×　支　四

N　　　＼　　　　＼

@繊　度
川、
@　＼

　　　項　目、」　　、　　、噌　　　、1臨　　　　　＼　　　　　　1＼

長 裡 短 そ璽 實 商　　積

一
一ゴ巾

　α
T．0 （外贋）

　μ
R3．1

　μ
P0．9

　　陣「1

T78．0

4．5 34．5 12．5 499．5

4．0 33．2 11．7 423．6

3．5 31．6 10．8 359．5

3．0 33．0 9．01 308．5

2．5 （内暦） 31．2 8．45 347．2

（B）　敵七×支七
、1、
@　、一、h　　　　　1一

@度
㌔、

一．　　項　目　　1」　　　一　　　　、L　　　　　　T「、、　　　　　　　　＼㌦

長 揮 短 樫 實 面　　積

　　d

S．5（外屠）
　1ん

R2．4
　μ
P22

　　u口
R66．0

4．0 31．2 13．1 299．0

3．5 30．2 ユ0．1 245．7

3．0 31．7 9．22 207．0

225（内暦） 29．8 7・22@1 151．0

備考

長狸　D　　　ド命一
　　　　　　　　　　　　　箕面積は繊度に劃する牛ゴ均面匿1こて示す

短得くD至＝
　而して本實験に於ける生綜の断面槍査の結果を槻るに抱合良安子なる部分は外贋繭綜

のみを以つて構域しおるか、3ζは外暦繭綜の多き付重昆ぜてあり抱合不良の部分はpl：内

贋繭綜が多く付混ぜて繰縣されておる纂を認めるのである。
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　　　　　　　　　　　　第　　　　一　　　　圖

　　　　　　　　　　　　　日　一　×　支　四

　　　　（A）　4・oデ＝一ル　　　　　　　　　　（B）　3．oデニール

　　　　（外　暦）　（二粒繰）　　　　　　　　　　　（中　暦）’（一粒繰）

（C）2・25デニール　　　　　　．（D）抱合可良の縣

（内　暦）（一粒繰）　　　　　　　　　　　（外　層）（四粒繰練）

1．

捺　誓齎…勲・　　　、‘

一ゴ _．．。．“．．、，．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟重・

　（E）抱合不良の懸粒　（内暦のみ）（四粒繰縣）
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　即第一圖はこの歌況を示すものでA・BC・は夫k一粒繰繭縣の外，中，内暦各部の断面

でありDは四粧繰綜に於ける抱合佳良なる部の断面にして外暦縣なるを認め得べくE

は岡じ生綜の抱合不良なる部分の断面にして中，内暦繭縣の付混ぜなる事を容易に認め

得・るであらう。

　3，繭騰の位置による抱合係数

　2の事蹴嘱明伽・知る鳳で逆に外暦から鰯迄剛螺縦行ひ享職となれば夏

に直に厚皮四粒と付換へ順次繰縣せる生縣につき抱合槍査を行ひ抱合係数を計算した

るにその結聯三衷及び第二圖tc示すlt・PIく全く2の糸課綱灘最外騰は抱合最

も良好にして中暦縣は最も抱合不良。最内暦縣に到つて多少抱合度を回復する傾向の

存するを認む。

　　　　　　　　　　　　　第　　　　三　　　　表

繭　　　　　　層

�@合　係　敷

憩0回

S．63

150回

R，515

300回

R．53

450回

@3．72

550回

R，855

600回

@『

　フ　　　　　　　　　第　　　　二　　　　圖
　　

1　　　　　　　　　　日　一　×　支　四

83．3％

窟8％ ．1％ 8．σ

　　100

@　90

P駕拘合60度50　　40

30
0　　　200
@　　　　　　　　　　　繭

300　　　　　400　　　　　　500　　　　　6マノ0

@　　　属
70で

　備考
　　第二圖rl童％に外層抱合度な100とぜる百分牽

ll誰鞭鱗轍蕪詫藩蕊槻る・從つて外㈱．｝

　　C・結果にi酎する考察

　鰍の結囎聯の抱艘が鰯に方奄て賄にして帽は不良而して最醸に動

梢良好となる傾向の存する事より煮繭叉は繰綜中直接熱湯に接燭しておるからではな

いかと云ふ疑問を生する・此の疑問を縣するために次の如く供試綜を探つて鋤を

灘たのである・髄煮せる繭のタト暦1・・米を鮒せる・謄繭禰び煮繭して繰縦
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行ひ“／：の生纏合威麟ご烈薗の灘撚のである講し輔欄で湯

に脚て練ため嚇力働つたものとすれば鋤煮醗の外纐の「“風は
抱合が良くな。べきである．然るにその蘇は次に示す如く麟加したのみである゜

　　　　　　　　　　　　第　　　四　　　表

　　　　　　　　　　　　　　　　（A）

　　　　繭屠　外暦　・5・回　…回　55°回　65°匝1

　　　　齢度（％）・…　67・8　67・8　7°・S　75’5

　　　　　　　　　　　　　　　　（B）

　　　　　　　　二回灘ゆ衷馳渤たる・5・回附近の抱合度

　　　　　　　煮繭時間　　粉問　・分間　　6分間
　　　　　　　　　　　　　　71　　　　　　　　　67．8　　　　　　　　　　　80，6

　　　　　　抱合慶（％）　69　69．・　ll：1

　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　61．O

　　　　　　　　　　　　　第　　　三　　　圃

　　　　　　　　　　　　　　　　　（A）

把9。　　　　　　　　讐
合　　　　　　　　　　　　　　　　　　繭

度80

70　　　　　・こミ

60

50　　　　－

40　0　PaO　300400500600
　　　　　繭　　層

　　　　　　　（B）

糖

合

度80

　％
O0

X0

W0

V0

四分間煮繭

、r陣鴫

60

T0

S0
1 0　200　300　400 δ00　600

繭　　　　　　　　t’

繭　’層
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（C）

飽

合90

度

後
10

X0

W0 ●、

、、
fぐ・

@　、ぐ、　　　、

70
、、

ニフ

60

50

S0
10　　　200
@　　繭　　層

300　　00 500’60

六
分
間
煮
繭

　備考
　　右表中黙線に何れも抱合の柵カロぜる状態である。

　上表に見る如く第二次煮繭時聞を夫々2分4分6分の3颪とし實験せる結果その時

間的影響は認められるが各匝共第一次煮繭時の同じ部分の抱合度に比し僅かの増加に

過ぎないのである。

　又新しき繭につき外暦150回内外切り取りたる繭と切り取らざる普通の繭とを同時

に煮繭して普通の繭の適煮に到る迄煮熟して爾者を比較せるに煮え工合は著しく異り

各繭の外部暦を繰綜せる生継の抱合度は確然たるi垂異あり、前者は後奢より甚だ小で

ある。

1以上の宴實から考へて繭綜の粘着性自”抱合性は煮繭の際直接熱湯に接脚する事が幾

分粘着性を増す原因となる事を認めるが、その根本ぱ繭懸のserieinの性質が繭暦の

各部分により差異ある事が認められるのである。1

　此の事實は吾入が日常實験中に氣付く所のものである。例へば一粒繰を行ふ際に最

初の100回，200回の部分が固着し易き現象の存する事からも立誰する事が出來やう。

今sericinの如きcolloidの栄古着性を考へるのにその内部摩擦の大小はその物質の粘性

を左右するものであつてその内部摩擦の大小はco110idを構成する粒子の大小が一つの

原因となるものである。今繭綜の外暦にあるsericinを繭暦の外暦及内暦に分けて考

へるに其庭に形歌の差異を見出すのである。萩原博士によればCt　serieinの直径を1．と

する時βsericinの直径はLう72・5　Q大さを有すと云ふ．而して繭暦に於て普通の場

合にはCt　sericinは外贋に多くβsericinは内暦に多いのであるからその粘1着性がCt

sericiuの多い外居に強くβsericinの多き内暦に弱）・と考へられ更に3ζ一面外暦leri－

cinは溶解性張く熱湯に燭れる時良く膨軟となり他物と附着し易い1伏態になつておるも

のと考へられる。以上二つの原因が外暦繭綜の粘蒲性を櫓加して居る志のと考へられ

るのである。期様にsericinの性質上の差異が前記の如く抱合に影響する操作上の條
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件を一一定としても尚その生縣が各部分によつて其の抱合度に差異を生するものと認め

らる。

　D・抱合性と獄品種

　上記せる所により本校産日一×支四の繭麿各部の抱合性は矢口り得たるが獄品種によ

る抱合性の差異如何を知るために本校産日本種，支那種及融洲種の白繭及黄繭の各数種

につき同じ方法を以て抱合度を調査せるに第五表，第四圖及第六表，第五圖に示す如く

蟄品種聞に多少の差異あるも大腿同一傾向を認めるものである。

　　　　　　　　　　　第　　　五　　　表

㈹　　　各樋の抱合係数（日本種日支交楽推）

外　　暦 150回 300回 450回 550回 600回 700圓

@闇
日一×3こ四 4，630 3，515 3，530 3，720 3，85昼 3，865

｝

正白×昭租 5，496 4，565 3，887 3，948 生070
一 ｝

日　一　號 4，825 4ユ30 3，820
一

3，815
一 ｝

新白四號 5，15S 4，590 4，860
一

4，115
一 ｝

世　界　一 4，328 3，865 3，920
一

3，793
『 一

月一〇六號 4，390 4，050 4，200
一

生105
一 一

（B）　　各樋鵬馳鍍醐する百郷（臆羅）

外　　暦 150回 300回 450回 550回 600回 70D回

日一・×支四
1諮 75讐 76望 80態 83怨 83茸 2

正白×昭和 100 83．2 70．8 71．9 74．1
一 ｝

噸日　一　號 100 85．6 79．2
一

79．1
一 一

i新白四號 100 89．1 94．3
｝

79．9
｝ 一

世界　一 100 893 90．3
一

87．7
一 ｝

日一〇六號 100 923 95．8
一

93．5
一 一

（c）　　　　　各品種の抱合係数（支那樹
＼＿　　　一＼　繭　暦種　類　　　　　9㍉一　｝　　　1－’　　　　　　　一＼

外　　暦 　150圓 300回 450回 550㎜ 600回

大　　畷　　頭

V　　昌　　長

x　　四　　號

4，770

S，413

S，885

4270

R，940

S，550

4，780

R，820

S，070

一一｝ 3，880

R260

S，450

一一一



＼一＼＿．　繭　暦種　類　　、1閲…＿＿．

外　　暦 150圓 300回 450回 550回 600回

大　　圃　　頭

V　　昌　　長

x　　四　　號

エ諮

P00

P00

s9鴛

W9．3

X33

　％
P00．5

W6．7

W3．5

『一一

81鴛

V4．0

X0．2

歯一『

鬼＼＼＿　繭　暦　　類　　＼一一＿種　　　　　　　　　、噛ヒ

外　　癬 150回 300回 450圓 550回 600回

欧　　三　　號

vランセベンヌ

竏黹宴塔oール

5，104

S，660

T，096

4，920

S，175

S，65Q

4ン90

S，130

S，360

一一一 5，175

S，171

S，315

剛一｝
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（D）　　　　　　　各品種別外暦抱合度にi蜥する百分率　（支那種）

（E）　　　，各樋の抱合係数㈱㈱

（F）　　　　　　　各晶種別外麿抱合度にi射する百分i奪　（駄洲種）

論一」絶 外　　暦 150回 300回 450回 550回 600回

欧　　三　　號

vランセベンヌ

Rーランバール

磁100100

96翌

W9．8

X1．3

93鷺

W8．7

W5淳

一一一

　％
P01．4

W9．7

W4・8

＝一一

　　　　　　　　　第’　四　 圖　1

　　　　　％

　　　抱
　　　合
　　　度

「　　　　備考

　　　　　外層抱倉度に鋤する百牙蜜

日 〇六号

100

X0

W0

世寿斤臼

～　　　　　日一X麦

日一

正白x日爾ロ

70

U1θ

T0 一

一

00

@繭
30　　　0
@　　層

（回”姦）6°°7°°・°・

口

本

種

曾

）
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∬

拘

合

度80

％

支 号

畑頭

00

X0

W0

V0

U0

T0

新

100　200　300　　0@　　　　　　　　　　　　　　　　　（回　　　　　　　　繭　　層

50　　　　600　700　80
煤j

支

那

種

雪

’）

備考

外眉抱合度にi封する百分率

　　　　II工

抱

合

度80

％　　　　　　　　　　　　　　　　　欧三号・

　フ

Rー

ノ　ペ呂

堰jバール

00

X0

W0

V0

U0

T0

1°°2°°嘯R°°w4°脳籔96°7‘，°5°

洲

種

6
）

　　　　　備考
　　　　　タト雁阿包含度1こ峯紛’する百分傘

　　　　　　　　　第　　　六　　　表

（A）　　　　　　各晶種抱含係数（費繭種）

＼　繭暦種類　鳳＼＼
歌七×支七
支　　　　七

外　暦

3。570

4，622

150回

3。348

4。490

300回

3．430

4．240

450回

3．640

550回

4，140

600回

3．373
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ノぐ　　　　一　　　　　ル 4，746

「　　　4，375

4，535
『 一

4，510

伊　太　利　D 4，540 4，404 4，301
一 一

4，302

ピ　　レ　ネ　　ー 5，190 4，146 4，210
一 一一 3，256

（B）　　　　　　各品種別外暦抱合度に謝する百分卒　（黄爾種）

、一

u、 _＿．　繭　暦　　　1種　類　　　、・＿＿　　　　　　　へ　　　　　　　、

外　　層 150回 3

％ ％

欧　七×支七 ユ00．0 93．8

支　　　　　七 ユ00．0 97．B

バ　　　　　ー　　　　　，レ 100．0 92．3

伊　太　利　D 100．0 96．9

》　　ソ　　ネ　　ー ユ00．0 79．7

％
tOO

　90
抱

合80

度

　70

60

50

300回

　％
96．3

91．8

95．6

94．7

81．25

第　　　五　　　圖

450回

100箆

パール

蹴疲七
^D暑

門

久 号

「噂

ピ 皐一

1°° @2°°繭3°嘱4°亀蝦9　6°°　7ω 80

550回

滋

89．7

黄

繭

種

3
）

600回

94鴛

’　95．2

　94k8

　62．75

　　　　　　　　備考

　　　　　　　　外暦抱含度に剥’する百分奉

1帥白繭に就いて言へば第五表、第四岡に見る如く各品種闇に多少の相違有れど大膿

H本種と支那種及日支交難種間には同じ傾向を示し激洲鍾は外暦、中居、内暦による

抱合度の差異前者に比し禰少き頓向を有すgi而も繭暦各部に共通的攣化傾向の存する

を認む。又黄繭種に就いてこれ等の關係を比較しで見ると第六表第五圓に示す如く、、

これも白繭種と大膿その抱合度の墾化傾向は同一である。が外暦に封する内暦の抱倉

の憂化度は白繭種程甚だしくないのである。これは外暦sericinの溶解度頗る大なるた

め煮繭の際大牛溶け去るからであるとJEI、ふ。帥ち前記の如き定粒繰縣を行ふた生縣の

外暦に相當する部分は白色となり、中暦内暦は繭色と同一・なりし事實よりこれを讃す
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る・事ができる。

III・　二蜜験　繭懸の抱合性蜜懸條斑蜜の關係

　縣條斑橡査の理論はseriplane板両に現はれる縣條の色の濃淡は生縣の太さに比例

する事を根底とする，事實上繭縣の同一部分を四粒合はせた生縣と五粒合はせた生綜

とを比較すれば實際太さを異にするが故にserip］aneの黒板面上に於て細き四粒縣は

白き生縣が少く從つて縣色が薄く見える。然らば肉眼に映する縣色と生綜の實際太さ

とは常に一致するものなりやと云ふに、然らすレて普遇の隼懸に於て見掛の織魔と實

際太・とは著し・不一致観出すものであ哲横齢備楡蜥に於ても町認め

られ・その程慶を測定して居る・芦しこの不「致が避け難ぎものとすれぼ縣條斑検

盃と織度の内容検査闇に相關なき事となり、serip1乱neに依る縣條斑検査の根底ほ否定

されなければならぬ。織度は密度を表はすものでなく實際太さを衷はすものなるを以

って織度の内容検査は實際太さの斑を測定する上に除外し難き検i査である。それにも

掬らすseriplaneによる縣條斑検査が必要であるとすれば、從來と異なる慧義を見出し

て、とれを明示する必要がある。これ等の問題の先決問題は不一致の原因を究明する

必要がある。何虞に不一敷原因があるか吾人は次の訟験により繭眉部の抱合性の叢異が

生縣の部分的抱合度に差異を來し、途に肉眼誤差を生ぜしむる原因を、なせるものと

解するのである。

　A　Seriplaneに依る縣條斑槍査と織度の内容槍盗の不一致原因

　Seriplalle槍査に於て肉眼に映する懸條斑と實際太さとの不一致を來す生綿の部分を

探りその断面楡査を行ひ第一實験のBの2．と同一方法を以つてする。然る時は

　a．縣色薄く（即紬く1見えて繊度太き部分の断面は大にして繭縣は肥大せる短牛楕圓

形をなして居る。從つて主として、外暦繭綜に依り構成され、生綜の抱合大なるもの

である。

．b．懸色濃く個1太く）見えて實際織度細き郵分の断面は、略繊度に比例する両積を有

し、繭縣は痔せたる長牛楕圓形をなし、從つて主として内暦縣に依り構成され、F生綜

抱合度小にして綜の表面粗なるを認む。

　世上或は内暦継の織度細まに拘らす　seriplane　に依つて見る色網の攣化は極めて

少き事實を論明すべく繭綜を側画よりその直裡を測定し、それよ！繭縣の太さを推定

し、太さはタト中内暦によ氏重量に依る．織度程大なる攣化なしとし、慰然の現貌とする

ものあれど、第一實験R2，に於て見たる如く繭継の實面積は略繊度に比例する事竃よ

り、斯くの如き假読は肯定し難いものである。

’B・矩粒繰緑に依る生継の試験
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　　　　　　　ノ．　實験Aの事實を吟味すζために次の如き實瞼を行ふ。

　　特に外暦のみ、叉は内暦のみとなる様に定粒繰綜を行ひその生綜をseriplall1に春

）き取つて楓た・に柵筋の翻は讐上太きに拘らず舗く・從つて細く見納

ノ　居部は實際上細きに拘らす色濃く從つて太く肉眼に映するのである。

　　　　　　　　　as・・　　六　　　圖　　　　　　　’　　　　　　』

　　　　　　　　　　　　　（A）　　　　　　　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第六圖A及Bはその爲眞であり、

A！及B’は夫々A及Bの生綜を強

力により計算せる織度を示す。彊

力から計算せる織度と重量軍位に

依る織度との相關係藪は＋0・8乃

至十〇．9なるを以つて、これを探

つたのである。而しで肉眼に映じ

た綜條1斑A・Bと織慶A1・Bノとを比

較して見ると．相反する結果を生

起し、前の第二實験Aに見た事

實を明かに立誰しておるものであ

合、叉は細くも内暦の紹台度比較

　　　　　　　　的大なる場合に

於ては現はれ方

が少い乙然しな

がら付換時期を

早くす．る繰綜

・法、帥最内暦（蝸

襯部）を早ぐ除

き去る場合に

は、極めて明瞭

　蓑叢～一ッ撫一＿一。’ O．肇｝畿羅藷「e　lfiはれ礁で

一　　　sa－－　　　　L－＿噺．、　　　　　　曹＾一一　宇　＿＿　　旧一＿
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‘　．　　　　　　　　　　　・　　　一・（B）

、　而して第七圖は外暦を除いた中
　J
ゴ　暦繭を4分間煮繭し、これを前同

　　檬定粒繰綜せる生綜であるが、と

　　の斑は實際生懸の太さに野し正當

　　に現はれておるを見るのである。

　　これは第一・實瞼Cから容易に読明

　　七得る事柄である。

　　　以上の實瞼に見る如く、外贋の

　　み叉は内暦のみ繰綜してある生懸

　　は、假令同一の織度であつても綜

　　條斑としてSe「iplane板面に現は

　　れる色相は相異つて現はれるので

　　ある。今實際製綜エ場に於て繰綜

　　する場合を考ふるに斯檬に偏した

’　り、從つて上記

’の如き肉眼に依

　る綜條斑と實際

　繊度とがr致し

　ない部分を現は

　　し來るものと思

　ふ。

　　然らば斯くの

　如く偏した部分

　が何程出來るか

　’と云ふに、，普通

繰綜を有つておる某工場に就いて其の欺態を調査したるに、第七表に示す檬に多数存

する結果を得たのである。

　　　C．繭懸の抱合性を考慮し懸條斑を一様にせる生綜の内容織度

　斯くの如く影響する繭綜の抱合性を考慮し、軍に綜條斑の上から一様の色相を呈す

る如く抱合良き外暦部の粒数を多くし、抱合悪しき内暦部の粒数を少くして繰綜せる
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に、外暦の粒付を中内暦の約二倍とせる場合IC、漸く生綜の色相は略一致して來たので

ある。　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　’　，　　．‘”1

　　、　　　　　　　　　　　第　　　七　　　表
　　Ih
　　ノ@ノ　項目試駐囮数

封一時問
哿又迯ｬ合

封一時間
哿轤ﾌみ

封一時間
又辯?ﾝ

　　　　　1
T撹答1撒鵜 全回数にi野す髞又轤ﾌみ

同 回　　1 同 ％ oら ％

a 210 27 9 85．4’ 10．77 3．66

b 213 　　1Q1 12 ε62 8．54 4．90

c 212 26 8 852 10．60 『326

d 224 1G 6 91．0 6．50 248

e 287
　　闘
Q5 ］3 89．7 7．81 4．06

f 29S ］8 5 　　　脚e　93．1

@　　i
5．63 　　9z。56

不　　均 241．7 22．5 8．83 8S．37
@　　i

8．32 3．31

第　　七　　圖　　　　　　　　帥第八圖Bに見る如く外暦8粒

’1001，　）第八岡A’外暦6粒匠に於

ては、尚外暦は中内居の縷度細き

場合の織度を張力から測定せる結

果、Aは外暦部16．o－22．o－22；α

1…）・ilt・，61 @噸1普通の生襯撒斑と實際徽、

　以上の如くseriplaneに依る綜

條斑ぱ、繭懸の抱合性に甚大なる

影響を受けるものであるが故に、

は厘々不一致を來すもので、Seriplaneによる綜條斑槍査は、内容織度の稔査法どして

は満足すべき程度の槍査法ではない。

　D．．繊度及綜條斑を考慮する繰綜法．　：　　　　．

’今一粒繭縣の織度歌態を見ると第九圖の如くであるh
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　第九圖に見る如く、一般に外暦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　層入　　’圖
は梢細く、中暦は最も太く、以下　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
内暦に至るに從て次第に細くなる

　ヒ　　．

のが普通である。この繭を組合は
ノノ

せるに、普通は外中暦は織度太き

故に，粒付を少くし、内暦は織度

細き故に粒付を多くする樽にして

繰綜を行ふのである。斯様な繰綜

方法は軍に織度より考へれば、適

當な粒付方法であるが、懸條斑と

しての色の濃淡より考へれば、前

蓮の事からして甚だ面白からざる

方法なのである。而して繊度を度

．外覗して輩に縣條斑より考へる時

は粒付法な、前の逆、EPち外暦の

みにで繰綜する時は粒付を多く

し、内暦のみにて行ふ場合には粒　　　　　　　　　・　　　　、　　．

付砂くしな肋ばならなbDで16・°22・°23．°　16・°　壇膿

ある。織度も良く　　　　『，　　　　　　　　　　A！

するためには、　’

これ等の繭暦の抱

合性を一様にする

事が必要なのであ．

る。がこれは繭綜

の性質であるかe

ら、少時巳を得な”

いものである。只

吾kはとれ等抱合

性の異なる繭暦の

各部分を適當に組　　＿＿9．v、h．

　　　合はせることによつてのみ、綜條斑も良くし、併せて織度も一様によくする事が、で

’　　きるのである。今一粒の繭綜に就いて、繭層各部の織度、抱合度及その縣が綜條斑と
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して現はす色の濃淡の程度を大騰
　　　第　　　　八　　　　圖
　　　　　　、　　　　　　　　　　　　圖示すると次の如くである’。師綜
．　　　　　　　　B
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ色は外暦に薄く、内暦は細くな

　　　　　　「　　　．　　B！．

　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘’唱　　　共同一色を皇して居て

r’1　瀬　　t－pm　。．　＿　　　t　”li”　　も、煮繭繰縣の際に色

　　疑蒙葬嚢＿　　　　．1譲　　一tt　Z　　e　　素を含むSerieinを溶
離二薫蕪慧藁一一一・－tt…tt－－w蒙叢　解し去。ために、馳
・一・一@　一一構　　　　　＿

るに拘らす抱合不良の旋め色は中

層の織度の太き部分と梢同じ色合

を呈しておる。然し最内暦に到れ

ば、織度が急に細くなることN．

抱合が幾分よくなるために、外暦

の色に近づくのである。黄繭縣に

就いては、以上の問題の外に、繭

暦各部による綜色の濃淡、即着色

の程障の差が更に織度とs・・ipl　an　e

板面上の綜色とを一致せしめない

原因をなし，槍査上誤差を生する

事があり勝である。即黄繭種は種

類によって或るものは、黄色の程

度が外暦に濃く、内暦に淡きもの

あり。或るものは、外暦に淡く、

内暦に濃きものあり。假令内外暦

銭　鑛灘妻妻叢灘叢翻1蕪講｝膿
講姦一　轍　藝蕪簸藻套叢鉦　繍せる蜥に識度一
＿：　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　ew　　　　　　　　　　　　　　　　　翻

．．．．C一 @　　　，　　　　一一　簸一襯　瀬の細太に無開係に色
＿＿一　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　’　垂

…一一混．t＿
齢～㎞ @脚’鰍　　一　　　一幅＿　　　　　　　　＿＿

　夕｝暦剛一轟　　・　　一

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。叉これが橡査
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に當つても、　．　　　　　　　　　　第　　　九　　　圖

細心の注意を　　…　　　　　日＿×支四　一一一繭縣の織度分布駅態

挑はなければ　　　　　50

ならぬ。藷誓し，

孝然らざ才し1よ織』

　　　　　　　　繊
度と繍鶴の捜a・
不一致は、釜

々多くなるも

のど思ぶ。，　　　：to

．t「　　．『　0

L＿

50

S10

≠

一需 題’－ Rクケ　　　　　　7

k
き憾 3，．歪7　　　　　　　　　　　　T

a73

～0

P．0

「
I　　l　197　　　　　　　　　　　　　　　136

゜（醐・ｯ『
　　　　　300　4｝00200

@　層

5　0　　　600　　　700　　　800

一　　v　　　　李均3．13デニー’レ　　　　　　　　　　　　　　　，、

Iv・結　　　　　論　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　・

以上の姻著都、ω麟鏡i・ff〈る生細灘齢（・）瀟ε・脚繍につ醐瓢

滋御肌式S，fl9・・ph・・依魏舗酬・）更1・鰯碗合性とS・・玉9・・ph燃る

恥m，，、との關係を鰍し、、その1鞭る糸課を糠師a録すれば次の如くで嫡・．

醐細齢1生は蠣燃で最も　　　第．＋　i圃
弧く、中暦は弱く・内暦に到り多

少回復するものと、内暦に到るに從

ひ誠少するも’・）・aありその搬　　　　 ’1翼

及割合は、品種に依つて多少異なる

ものである訓欽猟轍黄ll固1は・他に

比し繭縣の部分抱合度の縫化少き傾　　　　　　　　　　　　　　　程渡

陶を持つて居る。▼ @　　　　　　程
　2・繭縣の部分的抱合度の差異は、　度

外贋及内謄に存するtericinの性質、

殊に1・・’1・idとし一c　a）　1／／“t：Y“の大小・及・V　　　担合陵

興の溶解の禾鍍が、粘蒲惚自ijち抱

3，輔の外騰1離肥大せる媚・　　　繭　層
伽1陛なし、醐購せたる欝欄髄なし巨E鰍度と1斯蘇於レナ濃轍と
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は、略一致するものである。

　4・　Seriplaneに於て肉眠に映する綜條斑と繊度の分布状態との不一致原因は、繭綜

の繭癬位遣に依る抱合性の差異に原因するものである．

　5・織度、及縣條斑爾方面よりして優良なる生縣を造る唯一の條件は、之等抱合性、

及織度の異なる繭暦の部分を完全1こ混交繰綜する事にある。・即ち此の條件を嚴守し繰

綜せる生綜に於てのみ、綜條斑と繊度の分布歌態とは一致すべきものである。而して

此の條件に從はざる場合に於ては、繊慶が良好にして細廉斑の不良なる場合、及之れ

に相反すう場合があり得る。殊に或る一方を重く、他方を韓親する場合に、當然起ら

なければならない。此の際爾者の生続を、その用途より見て、前春は後者より優れた

生紐と見るを至當と瓜ふ。何んとなれば生綜の繊度は、略實際を表はし、張力を決雄

するものであるからである。斯く考へ來る時は、生懸の検益法として、合理的繊度楡

i査を、より重要覗しなければならないと儒する。
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